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1.  はじめに 

 コンクリート表層の緻密性を評価する手法の一つとして，本研究では電源を必要としないシリンダーを採用した

簡易透気試験を提案している。これまでに，φ30mm，容量 40ml のシリンダーで測定を行ったところ，W/C の増加

に伴った緻密性の違いを相対的に評価できたが 1)，一方で，その差が顕著に表れない場合もあった。そこで，シリ

ンダー径や容量が測定値に与える影響を検討するために，φ40mm で容量 70ml のシリンダーと前述のシリンダーと

の比較を行った。本手法の有効性を確認するため市販化されているダブルチャンバー法との相関を確認した。また， 

本手法におけるシリンダー内の圧力変化について圧力センサーにより計測を実施した。 

2. 試験体概要 

 表－1にモルタル配合を示す。表－2 にコンクリート配合を示

す。目標空気量は，4.5±1.5%に設定した。試験体形状は，測定

面の縦横寸法を 200×200mm，厚さが 100mm と 200mm の角柱

とした。測定面は打設時の型枠側面側とした。試験体の養生方法

を以下に示す。モルタルは，20℃水中で 7 日間の水中養生後に，

所定の期間室内で気中養生を行った。コンクリートはモルタル

と同様の養生を行った場合と脱型後から所定の期間同室内で気

中養生のみを行った 2 水準とした。この際，室内は 20℃の恒温

室に保った。また，試験体は一年以上同様の環境下に静置し，測

定を行った。 

3.  実験概要 

簡易透気試験は写真－1に示すように，市販のシリンダーの先

端を切断したものを試験装置とした。また, シリンダー径およ

び容量は,φ30mm で容量 40ml のものとφ40mm で容量 70ml の

ものとした。試験方法は，まず，測定箇所を除いた測定面の全面にシール材を薄く塗布し乾燥させた。次に, シリ

ンダー先端にエアコン配管用パテを装着し, 測定箇所に密着させた。この際，パテの半径は 5cm に管理した 2)。ピ

ストンを引きストッパーで固定し, 300 秒後ストッパーを解放して復圧させ，シリンダー先端からピストン先端ま

での距離をノギスで小数点以下 2 桁まで計測した。計測した値に，シリンダーの断面積を乗じて算出したものを流

入空気容積と称し，本研究では表層の緻密性を評価する指標とした。測定は測定面の 3 箇所で行い，それらの値を

算術平均した。 

ダブルチャンバー法の測定は試験体表面の 1 面とし，シリンダーと同様の測定面の 3 箇所で行った。また，3 箇

所の測定結果に対して幾何平均をした。測定対象は，モルタルおよびコンクリートを対象とした。 

 シリンダー内部の圧力の測定方法は，シリンダーのピストンを引き，ストッパーを固定してから測定時間 0 秒と

して， 300 秒後に復圧させるまでの経過を圧力センサーで測定した。具体的には，圧力センサーをシリンダーに装

着するためにシリンダー底部から 5.0mm の位置に 2.4mm の口径を加工した。また，圧力センサーのノズル部分を

加工した口径に装着し，電源装置に圧力センサーおよびデータロガーを取り付け，圧力の経時変化を確認した。測

定箇所は測定面の中心 1 箇所で測定を行った。測定対象は，コンクリートを対象に測定した。 
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表－1 モルタル配合 

表－2 コンクリート配合 

写真－1 試験装置および断面 
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3. 実験結果および考察 

 モルタル試験体の流入空気容積を図－1 に示す。結果よりφ

30mm および 40mm シリンダーで測定した場合では，両者とも

に W/C が増大するにつれて流入空気容積は増加する傾向がみら

れた。これは，一般に知られているように W/C が増大するほど

緻密性が低下するため，気密性が小さくなったと考えられる。 

コンクリート試験体の流入空気容積を図－2と図－3に示す。

シリンダー径に着目すると厚さ 100mm における W/C45,55%の

水中養生では，φ30mm で測定した場合，その差が明確にならな

かった。一方，φ40mm で測定した場合,その差が明確になった。

これは，シリンダーの容積が増したことにより，300 秒間での流

入空気容積の差異が明確になったことが考えられる。 

コンクリート試験体厚さに着目すると，厚さ 200mm の水中養

生 W/C45%を除き，W/C の増大とともに流入空気容積は大きく

なる傾向を示した。また，厚さ 100mm と比較して厚さ 200mm の

方が各 W/C での流入空気容積は大きくなった。これは，試験体

厚さ 200mm の方が, 100mm より打設量が多く，ブリーディン

グ量が増加したためコンクリート表面に脆弱層が形成され易く

なったと思われる。一方，厚さ 200mm の水中養生 W/C45%が

W/C55%より増大する要因は明確ではないが，W/C が低いと自己

収縮が大きくなるため微細ひび割れが生じやすくなり，その影

響が一因として考えられる。また，水中養生により Ca 溶脱が促

進され，表層部の脆弱化が進んだ可能性も考えられる。 

φ30mm および 40mm で測定した流入空気容積とダブルチャ

ンバー法により算出した透気係数との関係を図－4に示す。気中

養生 W/C65%は，Torrent 法の影響深さが試験体厚さを超えてい

たため測定不能となった。また，厚さ 200mm の水中養生 W/C45%

を除いて相関性を評価した結果，両者は強い相関を示した。 

シリンダー内の圧力経時変化の一例(試験体厚さ 100mm，気中

養生)を図－5 に示す。このことより，緻密性が低い試験体にお

いては，150 秒程度で負圧が失われている。今回の試験では，ピ

ストンの保持時間については 300 秒としているが，今後適切な

保持期間を検討していく予定である。 

4. まとめ 

シリンダーをφ40mm および容量 70ml に拡大したことによっ

て配合間における測定値の差がより明確となった。さらに，本手

法はダブルチャンバー法と強い相関関係を示した。また，φ

30mm および 40mm には同様な圧力変化傾向がみられた。 
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図－1 モルタルの流入空気容積 

図－2 流入空気容積(試験体厚さ 100mm) 

図－3 流入空気容積(試験体厚さ 200mm) 

図－5 シリンダー内部の圧力経時変化 

図－4 本手法とダブルチャンバー法との比較 
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